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1. 平成27年3月期第1四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第1四半期 1,184 △23.7 △155 ― △225 ― △230 ―
26年3月期第1四半期 1,551 △7.4 △95 ― △175 ― △179 ―

（注）包括利益 27年3月期第1四半期 △237百万円 （―％） 26年3月期第1四半期 △112百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第1四半期 △7.71 ―
26年3月期第1四半期 △5.99 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第1四半期 20,209 4,192 20.7
26年3月期 20,778 4,429 21.3
（参考）自己資本 27年3月期第1四半期 4,192百万円 26年3月期 4,429百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
27年3月期 ―
27年3月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,920 △16.1 20 △67.9 △140 ― △150 ― △5.01
通期 7,100 △5.9 460 21.9 150 92.5 120 329.1 4.01



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取
引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性がありま
す。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期1Q 30,000,000 株 26年3月期 30,000,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期1Q 65,612 株 26年3月期 65,612 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期1Q 29,934,388 株 26年3月期1Q 29,934,513 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、引き続き緩やかな回復基調にあるものの、消費税率引き上

げに伴う駆け込み需要の反動により一部で弱い動きも出ています。設備投資の動きや雇用・所得環境は着実に改

善しており、また消費者物価も緩やかに上昇しています。一方、個人消費は駆け込み需要の反動が出ており、弱

含みで推移しました。また、欧州・中東の政治・経済の動きが景気下押しリスクとなっています。 

繊維・アパレル業界におきましては、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動減の影響が出ており、３か

月連続で前年同月比マイナスとなりました。 

ショッピングセンター業界におきましては、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動減の影響が出ている

ものの、パソコンの買い替え需要やシネコン併設の施設では映画のヒット作に恵まれたことから集客が比較的好

調に推移した施設もあり、一部で底堅い動きを示す施設もありました。 

ヘルスケア業界におきましては、健康ブームの高まりから底堅い需要はあるものの、消費税率引き上げに伴う

駆け込み需要の反動減の影響がありました。 

このような状況の中で、当社グループは前期(第194期)から「中期経営計画 Beyond 120th～120周年を超えて未

来へ～」をスタートさせ、収益力増強のための「成長戦略」と繊維事業の安定的黒字を確保するための「安定化

戦略」への取り組みを進めています。 

繊維・アパレル事業につきましては、「成長戦略」に基づく強化事業のうち健康医療関連事業をヘルスケア事

業部門として独立させ、素材デザイン提案型とニット企画提案型のＯＥＭ事業への取り組みに注力するととも

に、「安定化戦略」に基づく基盤事業である生産管理型ＯＥＭ事業やユニフォーム事業への着実な取り組みを継

続しました。この結果、強化事業は前年同期比微減に留まったものの、スリム化事業に位置付けたメンズスーツ

事業では中国合弁会社を連結の範囲から除外したことおよび紳士服販売子会社において消費税率引き上げ前の駆

け込み需要に対応して前期に納品を前倒ししたことによる反動があったことから、売上高・営業利益とも前年同

期を下回る結果となりました。 

不動産事業につきましては、静岡県下有数の商業施設である「サントムーン柿田川」において、消費税率引き

上げに伴う駆け込み需要の反動減の影響があったものの、新規テナント導入効果、パソコンの買い替え需要およ

び映画のヒット作に恵まれたことなどから、５月には前年同月を上回る集客となり、売上高は前年同期を上回り

ました。ただし、一部テナントの入替工事に伴う経費負担により営業利益は前年同期を下回りました。 

ヘルスケア事業につきましては、健康素材分野で当社技術を背景としたＥウールは順調であったものの、受注

が好調なバイオ麻の春夏物寝具について資材入荷の遅れから一部売上が第２四半期以降にずれ込んだ影響もあ

り、売上高は前年同期を下回りました。なお、営業利益は前年同期比微減となったものの黒字は確保しました。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高11億84百万円(前期比23.7％減)と減収となり、営業損

失１億55百万円(前年同期は営業損失95百万円)、経常損失２億25百万円(前年同期は経常損失１億75百万円)とな

りました。これに、法人税等の税金負担額を考慮した結果、四半期純損失は２億30百万円(前年同期は四半期純損

失１億79百万円)となりました。 

  

セグメントの業績は次のとおりであります。 

なお、当第１四半期連結会計期間より報告セグメントを変更しています。これは、平成26年２月に大東紡寝装

株式会社を吸収合併のうえ新たにヘルスケア事業本部を設立したことから、報告セグメントとしてヘルスケア事

業セグメントを新設したことによるものであり、当第１四半期連結累計期間の比較・分析は、変更後の区分に基

づいています。 
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（繊維・アパレル事業） 

衣料部門につきましては、メンズ衣料はスリム化事業に位置付けたメンズスーツ事業において、中国合弁会社

を連結の範囲から除外したことおよび紳士服販売子会社において消費税率引き上げ前の駆け込み需要に対応して

前期に納品を前倒ししたことによる反動があったことにより、売上高が前年同期を下回りました。レディス衣料

は既存のニット・布帛とも前年同期を上回ったものの、前下期に撤退した一部大口先の減少が響き売上高は前年

同期を下回りました。 

ユニフォーム部門につきましては、官公庁向けユニフォーム生地の販売が前期に前倒しとなった反動により、

売上高が前年同期を下回りました。 

この結果、繊維・アパレル事業の売上高は３億82百万円(前年同期比47.8％減)、営業損失は２億48百万円(前年

同期は営業損失２億29百万円)となりました。 

（不動産事業） 

不動産事業につきましては、静岡県下有数の商業施設である「サントムーン柿田川」において消費税率引き上

げ前の駆け込み需要の反動減の影響があったものの、順調な集客力を背景に、売上高は前年同期を上回りまし

た。 

この結果、不動産事業の売上高は５億92百万円(前年同期比0.8％増)となったものの、一部テナント入替工事の

経費負担を主因に、営業利益は２億10百万円(前年同期比9.7％減)と前年同期を下回りました。 

（ヘルスケア事業） 

健康ビジネス部門につきましては、健康素材分野で当社技術を背景としたＥウールは順調であったものの、受

注が好調なバイオ麻の春夏物寝具について資材入荷の遅れから一部売上が第２四半期以降にずれ込んだ影響もあ

り、売上高は前年同期を下回りました。 

一般寝装品部門につきましては、業務用寝装品の受注減で、売上高は前年同期を下回りました。 

この結果、ヘルスケア事業の売上高は２億９百万円(前年同期比9.4％減)、営業利益は６百万円(前年同期比

45.6％減)と前年同期は下回ったものの営業黒字を確保しました。 

  
（注）１．上記のセグメントの業績に記載している営業利益は、セグメント間の内部取引を含んだ金額を記載して 

おります。 

２．当社の消費税等に係る会計処理は、税抜方式によっているため、記載した金額には、消費税等は含まれ 

ておりません。 

３．記載している見通し等将来についての事項は、本資料の発表日現在において判断したものであり、予測 

しえない経済環境の変化等様々な要因があるため、その結果について当社グループが保証するものでは 

ありません。 

  
（２）財政状態に関する説明 

（資産、負債、純資産等の状況に関する分析） 

 ① 資産 

当第１四半期連結会計期間末における総資産の残高は202億９百万円(前期末は207億78百万円)となり、前期末

に比べ５億69百万円減少(前期末比2.7％減)しました。主な要因は、受取手形及び売掛金の減少５億19百万円であ

ります。 
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② 負債 

当第１四半期連結会計期間末における負債の残高は160億17百万円(前期末は163億49百万円)となり、前期末に

比べ３億22百万円減少(前期末比2.0％減)しました。主な要因は、支払手形及び買掛金の減少２億34百万円、短期

借入金の増加９億90百万円、長期借入金の減少10億26百万円であります。 

③ 純資産 

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は41億92百万円(前期末は44億29百万円)となり、前期末に

比べ２億37百万円減少(前期末比5.4％減)しました。主な要因は、四半期純損失２億30百万円であります。 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、営業活動によるキャッシュ・フローで58百万円の

マイナス(前年同期は59百万円のプラス)、投資活動によるキャッシュ・フローで３百万円のマイナス(前年同期は

３億５百万円のマイナス)、財務活動によるキャッシュ・フローで42百万円のマイナス(前年同期は１億37百万円

のマイナス)となりました。 

これらの各活動に加え、為替相場の変動による現金及び現金同等物に係る換算差額０百万円のマイナスを反映

した結果、当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は８億74百万円(前年同期比14.5％

減)となり、前期末に比べ１億４百万円減少しました。 

当第１四半期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

① 営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によるキャッシュ・フローは、58百万円のマイナス(前年同期は59百万円のプラス)となりました。こ

れは主に、税金等調整前四半期純損失２億25百万円、売上債権の減少５億20百万円、たな卸資産の増加85百万

円、仕入債務の減少２億33百万円、預り保証金の減少80百万円によるものであります。 

② 投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フローは、３百万円のマイナス(前年同期は３億５百万円のマイナス)となりまし

た。これは主に、有形及び無形固定資産の取得による支出３百万円によるものであります。 

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フローは、42百万円のマイナス(前年同期は１億37百万円のプラス)となりまし

た。これは主に、短期借入金の純増加額２億50百万円、長期借入れによる収入１億円、長期借入金の返済による

支出３億85百万円によるものであります。 

  
（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

業績予想につきましては、平成26年５月13日発表の予想数値に変更はありません。なお、業績予想は本資料の

発表日現在において入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異

なる可能性があります。  

  

 

大東紡織㈱（3202）平成27年３月期　第１四半期決算短信

－　4　－



２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。  
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３．継続企業の前提に関する重要事象等 

当社グループは、平成22年３月期(第190期)において、紳士服販売子会社の不振が損益面に強く影響を与えたこと

などにより、連続して営業損失および当期純損失を計上するとともに、「サントムーン柿田川」の第２期開発およ

び第３期開発資金や紳士服販売子会社の赤字運転資金などの負担から、有利子負債額が高水準となっておりまし

た。当該状況の改善については、相当程度進めているものの、その解消には至っておらず、継続企業の前提に重要

な疑義を生じさせるような状況が存在しております。  

この状況に対処すべく、当社グループは、平成23年３月期(第191期)から平成25年３月期(第193期)までの３年間

にわたり「中期経営計画２０１０～ＫＡＩＫＡＫＵ～」に基づく諸施策への取り組みを進め、計画の柱である「事

業構造の改革」と「コスト構造の改革」をほぼ計画通り達成しました。また、損益面では２期連続で当期純利益を

確保するとともに、財務面では「有利子負債の圧縮」について計画を上回る水準での圧縮を行うなど、損益面・財

務面での改善を行いました。 

さらに、前期(第194期)から、「中期経営計画 Beyond 120th～120周年を超えて未来へ～」をスタートさせ、従来

の構造改革路線から成長路線へ踏み出すことを基本的な考え方とし、特に 終年度の平成28年３月期(第196期)には

当社創立120周年の節目を迎えることを機に、当社グループの永続的発展の基盤作りに取り組む方針としておりま

す。 

具体的には、収益力増強のための「成長戦略」の一つとして、不動産事業を「主力事業」に育成する方針の下、

静岡県下有数の商業施設である「サントムーン柿田川」の運営で培ったノウハウを活かし、商業施設におけるプロ

パティマネジメント業務の新たな展開への取り組みを進めております。また、もうひとつの「成長戦略」として、

当社グループ事業から選択した「強化事業」への取組強化を進める方針の下、従来から注力している提案型ＯＥＭ

事業の中から素材・デザイン提案型ＯＥＭ事業とニット企画提案型ＯＥＭ事業の２つの事業と、さらに当社が販売

基盤を持ち、かつ市場の拡大が見込まれる健康医療関連事業および中国関連事業の２つの事業の計４事業を選択

し、その取り組みに注力しております。特に、健康医療関連事業につきましては、前期にヘルスケア事業本部を新

設し、一段と取り組みを強化しております。 

また、繊維事業の安定的黒字を確保するための「安定化戦略」として、ユニフォーム事業、生産管理型ＯＥＭ事

業および一般寝装品事業の３つの事業を「基盤事業」に位置付け、安定的な受注により確実に収益を確保するとと

もに、スリム化事業に位置付けたメンズスーツ事業については前期に中国合弁会社を連結の範囲から除外するなど

一段のスリム化を進めており、引き続き繊維事業の業績安定化に取り組む方針であります。 

当第１四半期連結累計期間における経営成績につきましては、上記「１．(1) 経営成績に関する説明」に記載の

とおり、スリム化事業に位置付けたメンズスーツ事業において、中国合弁会社を連結の範囲から除外したことおよ

び紳士服販売子会社において消費税率引き上げに伴う駆け込み需要に対応して前期に納品を前倒したことによる反

動に加え、サントムーン柿田川において一部テナントの入替工事に伴う経費負担もあり、売上高・営業損益とも前

年同期を下回りました。ただし、計画比では営業損益・経常損益・四半期純損益の各段階で計画を上回りました。

また、有利子負債額は92億91百万円と前期末比32百万円減少し、季節性を加味した前年同期末との対比では５億68

百万円と計画通り減少しており、有利子負債の圧縮についても順調に進捗しております。 

当社グループとしては、当第１四半期においても中期経営計画に基づく諸施策を着実に推進しており、平成27年

３月期通期では損益面・財務面ともに計画通りに実現させるとともに、連結当期純損益の黒字化、更には「繊維事

業部門の連結営業損益黒字化」を目指し、引き続き余剰営業資金により「有利子負債の圧縮」を図る計画としてお

り、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。 
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４．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表  

  

 

                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 1,068,937 964,190 

    受取手形及び売掛金 1,161,473 642,007 

    たな卸資産 574,299 659,972 

    その他 65,578 66,928 

    貸倒引当金 △3,110 △1,590 

    流動資産合計 2,867,178 2,331,509 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 7,099,252 7,080,954 

      土地 9,343,020 9,343,020 

      その他（純額） 255,385 267,226 

      有形固定資産合計 16,697,658 16,691,202 

    無形固定資産 7,054 6,562 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 856,043 835,338 

      破産更生債権等 127,501 127,408 

      その他 347,509 341,599 

      貸倒引当金 △124,259 △124,254 

      投資その他の資産合計 1,206,794 1,180,091 

    固定資産合計 17,911,507 17,877,856 

  資産合計 20,778,686 20,209,365 
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                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 923,642 689,633 

    短期借入金 2,292,904 3,283,404 

    1年内償還予定の社債 400,000 400,000 

    未払法人税等 26,630 7,258 

    返品調整引当金 129,657 129,657 

    賞与引当金 31,201 25,496 

    その他 669,478 691,557 

    流動負債合計 4,473,513 5,227,007 

  固定負債     

    社債 100,000 100,000 

    長期借入金 5,762,776 4,736,550 

    長期預り保証金 2,913,401 2,839,113 

    繰延税金負債 8,455 14,776 

    再評価に係る繰延税金負債 2,575,563 2,575,563 

    退職給付に係る負債 238,996 242,848 

    資産除去債務 56,427 56,582 

    その他 220,007 224,670 

    固定負債合計 11,875,626 10,790,105 

  負債合計 16,349,140 16,017,112 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 1,500,000 1,500,000 

    資本剰余金 503,375 503,375 

    利益剰余金 △2,292,882 △2,523,542 

    自己株式 △6,989 △6,989 

    株主資本合計 △296,496 △527,156 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 6,203 18,445 

    繰延ヘッジ損益 34 △323 

    土地再評価差額金 4,628,242 4,628,242 

    為替換算調整勘定 116,325 91,617 

    退職給付に係る調整累計額 △24,764 △18,573 

    その他の包括利益累計額合計 4,726,042 4,719,409 

  純資産合計 4,429,546 4,192,252 

負債純資産合計 20,778,686 20,209,365 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第１四半期連結累計期間  

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 1,551,291 1,184,245 

売上原価 1,233,271 947,539 

売上総利益 318,020 236,706 

販売費及び一般管理費 413,098 391,874 

営業損失（△） △95,078 △155,168 

営業外収益     

  受取利息 214 23 

  受取配当金 1,688 2,695 

  違約金収入 － 4,800 

  その他 2,582 2,924 

  営業外収益合計 4,485 10,442 

営業外費用     

  支払利息 75,401 66,359 

  持分法による投資損失 － 6,517 

  その他 9,139 7,776 

  営業外費用合計 84,541 80,654 

経常損失（△） △175,133 △225,379 

税金等調整前四半期純損失（△） △175,133 △225,379 

法人税、住民税及び事業税 16,970 5,738 

法人税等調整額 △141 △457 

法人税等合計 16,829 5,280 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △191,962 △230,660 

少数株主損失（△） △12,772 － 

四半期純損失（△） △179,189 △230,660 
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四半期連結包括利益計算書 

第１四半期連結累計期間  

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △191,962 △230,660 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 △3,113 12,241 

  繰延ヘッジ損益 △866 △357 

  為替換算調整勘定 83,020 △1,131 

  退職給付に係る調整額 － 6,190 

  持分法適用会社に対する持分相当額 － △23,576 

  その他の包括利益合計 79,040 △6,633 

四半期包括利益 △112,922 △237,293 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 △142,294 △237,293 

  少数株主に係る四半期包括利益 29,371 － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書  

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前四半期純損失（△） △175,133 △225,379 

  減価償却費 118,987 117,003 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,345 △1,525 

  賞与引当金の増減額（△は減少） △9,069 △5,705 

  退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,669 － 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 3,852 

  受取利息及び受取配当金 △1,903 △2,718 

  支払利息 75,401 66,359 

  持分法による投資損益（△は益） － 6,517 

  売上債権の増減額（△は増加） 652,984 520,917 

  たな卸資産の増減額（△は増加） 29,320 △85,678 

  仕入債務の増減額（△は減少） △387,148 △233,948 

  預り保証金の増減額（△は減少） △66,371 △80,587 

  その他 △85,907 △52,336 

  小計 159,484 26,771 

  利息及び配当金の受取額 1,897 2,713 

  利息の支払額 △68,428 △59,735 

  法人税等の支払額 △33,316 △28,111 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 59,637 △58,363 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,462 △3,297 

  投資有価証券の取得による支出 △300 △342 

  預け金の預入による支出 △303,200 － 

  その他 － 100 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △305,963 △3,540 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の純増減額（△は減少） 114,400 250,000 

  長期借入れによる収入 400,000 100,000 

  長期借入金の返済による支出 △355,062 △385,726 

  リース債務の返済による支出 △21,652 △6,372 

  自己株式の増減額（△は増加） △18 － 

  財務活動によるキャッシュ・フロー 137,667 △42,098 

現金及び現金同等物に係る換算差額 37,132 △744 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △71,525 △104,746 

現金及び現金同等物の期首残高 1,093,231 978,786 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,021,705 874,039 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 該当事項はありません。 

  

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額△110,337千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であ

る。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費である。 

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っている。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項なし。 

  

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成26年４月１日  至 平成26年６月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額△123,477千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であ

る。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費である。 

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っている。 

  

 

          (単位：千円) 

  

報告セグメント 
調整額 
(注) １ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注) ２ 

繊維・アパ
レル事業 

不動産事業 
ヘルスケア 
事業 

合計 

売上高             

  外部顧客への売上高 732,173 588,259 230,858 1,551,291 ― 1,551,291 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

110 240 ― 351 △351 ― 

計 732,284 588,500 230,858 1,551,643 △351 1,551,291 

セグメント利益又は損失(△) △229,841 232,951 12,149 15,259 △110,337 △95,078 
 

          (単位：千円) 

  

報告セグメント 
調整額 
(注) １ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注) ２ 

繊維・アパ
レル事業 

不動産事業 
ヘルスケア 
事業 

合計 

売上高             

  外部顧客への売上高 382,219 592,970 209,055 1,184,245 ― 1,184,245 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

14 114 ― 128 △128 ― 

計 382,234 593,084 209,055 1,184,373 △128 1,184,245 

セグメント利益又は損失(△) △248,668 210,364 6,613 △31,690 △123,477 △155,168 
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２．報告セグメントの変更等に関する事項 

平成26年２月に大東紡寝装株式会社を吸収合併のうえ新たにヘルスケア事業本部を設立したことから、当第１

四半期連結会計期間より、事業セグメントの区分方法を見直し、報告セグメントを従来の「繊維・アパレル事

業」「不動産事業」から、「繊維・アパレル事業」「不動産事業」「ヘルスケア事業」に変更している。 

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載

している。 

  
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項なし。 
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